
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

日本行動分析学会第26回年次大会　ポ ス ター発表 （P1 − 37＞
（2008年 8 月 9 日〜10日　横浜国立大学）

　　強化 IRT の 長 さに も とつ く VR と VI の 弁別
　　　　　　 VR −VI　discrimination　based　on 　reinforced 　IRT　duration．

　　　　　　　　　　　　　　 O 丹 野 貴行 ・坂上 貴之

　　　　　　　　　　　Takayuki　TANNO 　and 　T欲kayuki　SAKAGAMI

　　　　　　　　　　　　　　　（慶應義塾大学文学部）

　　　　　　　　　　　　 （Faculty　ofLetters ，
　Keio　University）

Key 　words ：variable −ratio ，　variable −interval，　interresponse　time
，
　discrimination

，
　rat 　lever　press

　　　　　　　　　　　　目的

　強化 率を等 しくし た変動比率ス ケジ ュ
ール （VR ）と変動時

隔 ス ケ ジ ニ・
一

ル （VI）で は、前者の 下 で よ り高反応率が得 られ

る 。 TannK）　and 　S　kkagamii（2008）1ま、 その原因は強化子が随伴

した反応の 反応問時間 （強化 RI ）の違い である こ とを示 し

た。 しか しそこで の W と VI の 強化 IRT の 差分は、4 匹の

ラ ッ トで それぞれ LOO 、 0．85、 1，01、 0．61秒で あ っ た 。 こ の

よ うな短い 差分が 、本 当に反応率の 違い をもた らした の で

あろ うか。本研究で は 、強化 IRT の差分に もとづ き VR と

VI を弁別 で き るか とい う観点か ら、　 Tanno　and 　sakagami

（2008）の 結論の 妥 当性を検証 し た。

　　　　　　　　　　　　琺

　儼 体 ・裳置 体重を自由摂取時の 85％に統制 した 、実

験歴 の 無 い オ ス の ウィ ス ター系ラ ッ ト 4 匹 （F1、F2 、
　 F3、

F4）を用 い た
。 装置はラ ッ ト用 オ ペ ラ ン ト箱で 、前面パ ネ

ル に 2 つ の リトラ ク タブル レ バ ー、背面パ ネル に 1 つ の レ

バ ー
が設置 され て い た 。 強化子 として 45 

ペ レ ッ トを用 い

た。

　手紛 き　1試行 は 見本成分と弁別成分 に分かれ て い た。ま

ず見本成分で は 、 背面 レバ ー
にお い て 、 2種類あ るス ケジ ュ

ー
ル （Sl、　S2 とする）の うち の

一
方を呈示 した 。 そ して そ

の ス ケ ジ ュ
ー

ル を満たす とブザーが鳴 り、正 面 の 2 つ の レ

バ
ー

が呈 示 され、弁別成分 へ と移行 した。弁別 成分で は 、

そ の どちらか の レバ ー
に 1 回反応す る こ とで 、見本成分 で

の ス ケジ ュ
ール の弁別を求めた。それが正 し か っ たならば

強化 子を呈示 し、次試行 を開始 した 。

一方違 っ て い た場合

に は 、修正 試行と し て同 じ試行を繰 り返 した。

　1セ ッ シ ョ ン は、10試行ご と の 6 つ の ブ ロ ッ ク （修正試行

は除 く）に分かれ て い た 。 各ブ ロ ッ クで は、S1 と S2 を 5 回

ずつ 、順序をラ ン ダム に呈示 し た。ブ ロ ッ ク問の 違い は S2

の ス ケ ジ ュ
ール値で あ っ た。条件 1で は 、S1 と して tandern

RI　X 秒 DRH 　O．5 秒を 、
　 S2 と して 伽 1dem 　RI　X 秒 DRL 　Y 秒

を用い た。こ の うちの Y の値が 0．1、 0．5、0．75、1，00、 1．50、

3．00 の 6 種類あ り、これ を順序をラ ン ダム に、ブ ロ ッ クに

分け て 呈示 し た。続 く条件 2 で は、Sl を RRZ に、また S2

にお け る DRL 　I．5秒 の ブ ロ ッ ク を 、単純な RI へ と変更 した 。

ま た 両条件の x と z の 値を調整する こ とで 、ス ケジ ュ
ール

が完了す る長 さを、6 ブ ロ ッ ク全体お よび各ブ ロ ッ クの Sl

と S2 で 等 しくした。2 っ の 条件はそれぞれ 30 セ ッ シ ョ ン ず

っ 実施した。

　　　　　　　　　　 結果 と考察

　図 1 にブ ロ ッ クごとの 正答率 を示す 。 強化 IRr の 差分が

大きくなる ほ ど、弁別率は負の増加関数的に上昇した 。 RR

と RI の結果は、　 F互を除きそ の 弁別ができて い た（二 項検定

による）。 Fl につ い て も 、 そ こ で の 強化 llurの 差分が 0．25

秒 と極め て短 くなっ たた めで あ り、 図 1 は 、 それが もう少

し長い な らばで きて い た こ とを示唆して い る。
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図 1 強化 IRT の差分に よる正答率の変化　図中の 黒い 点

は an と ru （条件 2）の 弁別 の 結果で あ る。

　　　　　　　　　　　　繍

　 VR と W は、そ の 強化 IRT の差分に もとづ き弁別が可能

で あっ た 。 これ は 、 VR −VI 反応率差 の 原因は強化 IRI’だ と

する 1tmo 　md 　Sakagami（2008）の結論を支持 し て い る。
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